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滋復，筋疲労の主なメカニズムのひとつとし

て，乳襲愛護畿に伴う筋縮機内の徴性化が考えられ

ている. したがって，乳滋養毅が予怒される負荷

瀬滋巡動においてp 綴胞内の駿像化を抑制する能

力(緩機能力)の大きさは，安tl迷されるピーグ負荷

主t在宿する可能性のあることが考えられる.そこ

で本研究では，瀬土器漆畿において，安日逮されるピ

…グ魚荷と筋の緩衝総との関係を検討するため

に，支話勧による線路内 pHの低下を lnpNMRに

よってma5i!しl tn vi仰における紛の緩衝絡の務織

を試みた.

後検者(男子λプリ γター 5名 (SP)およびジ

沼ガー 5名 (JO))は， Iヲ絃事z・ノレゴメ…タ…によ

る議大務:増遊撃さを行ない，運動終了後磁ちに趨認

議 M設殺後i却において，初詩人{立安静を約20分関係

った.分析項目にはT 1立Lf.ド乳鍛綾皮および総~I今

p廷を鶏いた.遜動終了から NMR の~1iU~までお

よそ 1分20秒の時間を妥したので，運動滋後の議II

胞内 pHについては推定綴を用いた.捻定僚は，

各被検~の潔撃ち後の綴oo!内 p誌の閥復を指数関数

モデノレに近似させ，外持法によって求めたe

務j増迷動において，到迷された体立を滋たりのピ

ーク負荷は， JO若手 (4.94土0.50watt/kg)が SP

群 (4.04土0.23watt/kg)と比較して有慈;にお綴を

示した.血中乳酸のま題加設 (ALA;運動後3分認

の綴一安静総)は，向群で有滋な幾は認められな

かった.しかしながら綴胞内 pHの低下設はpH:

安静縫一運動滋後の推定MO~玄J JO鮮が 0.79土

O.20t江主unit，SP群が 1.06:と0.07pHun誌を示し，

10群が SP若手より脊3誌に低悠を示した. このこ

とは，務からの水幾イオ γの除去が滋勤 tftJ 10 

1洋で効率よく行なわれている可総性のあることを

えミ唆している..dLAと dpHとのよ七で濃される

筋の緩懇話絡は，表日議されたピーク魚滞と省慈にj麹

係していた (rロ 0.83，pく0.01). これは， ~事í:t警巡

撃ちにおいて到迭されるピーグ:t¥識が，務の緩衝能

に左右される可能性のあることを示唆している.
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